遺言無効確認訴訟における公証の役割 : 公証でなす遺言の意義をめぐって by 三輪 まどか














































































































例は 43例であり，肯定されたのは 22例，否定されたのは 21例であった［千藤 2009：86―87］。こ
の論考は，過去の論考（1997年に刊行されたもの）において 21例を，今回の論考（2008年に刊行
されたもの）においては 22例を扱い，後者について分析したものであり，後者 22例のうち，肯定
された事例は 12例，否定された事例は 10例である［千藤 2009：89―92］。後者の分析によって得






















①　東京地裁平成 26年 1月 22日判決（2014WLJPCA01228020／ 25517514）：否定








③　東京地裁平成 26年 2月 14日判決（2014WLJPCA02148001／ 25517921）：肯定
④　東京地裁平成 26年 2月 25日判決（2014WLJPCA02258003／ 25517840）：肯定











⑥　東京地裁平成 26年 3月 25日判決（2014WLJPCA03258005／ 25518710）：肯定
⑦　東京地裁平成 26年 4月 24日判決（2014WLJPCA04248005／ 25519268）：肯定
⑧　福岡地裁平成 26年 4月 30日判決（2014WLJPCA04306001）：否定
⑨　東京地裁平成 26年 6月 5日判決（2014WLJPCA06058006／ 25520064）：肯定
⑩　東京地裁平成 26年 6月 6日判決（2014WLJPCA06068002／ 25520235）：肯定
⑪　東京地裁平成 26年 7月 10日判決（2014WLJPCA07108001／ 25520482）：肯定
⑫　東京地裁平成 26年 9月 3日判決（2014WLJPCA09038001／ 25521778）：肯定
⑬　東京地裁平成 26年 9月 9日判決（2014WLJPCA09098001／ 25521646）：否定
⑭　東京地裁平成 26年 10月 16日判決（2014WLJPCA10168007／ 25522247）：肯定
⑮　東京地裁平成 26年 10月 24日判決（2014WLJPCA10248001／ 25522100）：肯定
⑯　東京地裁平成 26年 11月 6日判決（2014WLJPCA11068001／ 25522542）：否定












⑱　東京地裁平成 26年 12月 18日判決（2014WLJPCA12188013／ 25523072）：肯定
「本件遺言公正証書を作成した公証人 Aにおいても，亡 Bの遺言能力が疑われるような状態であるのに，
無理して本件遺言公正証書を作成したことを否定している」
⑲　 東京地裁平成 27年 1月 16日判決（2015WLJPCA01166013／ 25549152／判時 2352号 67頁）：
否定
「公正証書遺言の作成には，証人二人以上の立会いがある中，遺言者が遺言の趣旨を公証人に口授する










といい得るものと解されるところ，前記認定の事実を前提とすれば，平成 21年 11月 27日の第 1回公








































　 さいたま地裁熊谷支部平成 27年 3月 23日判決（2015WLJPCA03236006／ 25542474／判時
2284号 87頁）7）：否定
　東京地裁平成 27年 3月 30日判決（2015WLJPCA03308014／ 25525032）：肯定
　東京地裁平成 27年 4月 27日判決（2015WLJPCA04278010／ 25525749）：肯定














…亡 Fは，平成 21年 12月 24日，世田谷公証役場において本件公証人に対し，『Y1に全部。』と述べ，
Kから『5人いるのよ，それでいいの？』と尋ねられると，『Y3にも。』と述べたが，それ以上は遺言内








　東京地裁平成 27年 9月 10日判決（2015WLJPCA09108004／ 25531448）：肯定
　東京地裁平成 27年 11月 25日判決（2015WLJPCA11258006／ 25534728）：肯定
　東京地裁平成 27年 11月 27日判決（2015WLJPCA11278028／ 25533032）：肯定
　東京地裁平成 27年 12月 18日判決（2015WLJPCA12188011／ 25533198）：肯定


















前提情報をあえて A公証人に対して知らせなかったと推認される」  
「上記各書面の作成当時における亡 Bの意志能力の存在を推認することはできず，まして本件遺言時に
おいて同人に遺言能力が存在したと認めることなどできない」










　東京地裁平成 28年 2月 24日判決（2016WLJPCA02248005／ 25533892）：肯定
　東京地裁平成 28年 3月 4日判決（2016WLJPCA03048003／ 25535505）：否定















　東京地裁平成 28年 3月 29日判決（2016WLJPCA03298019／ 25534087）：肯定
遺言無効確認訴訟における公証の役割212
　東京地裁平成 28年 4月 8日判決（2016WLJPCA04088006／ 25535648）：肯定
　東京地裁平成 28年 6月 27日判決（2016WLJPCA06278017／ 25536036）：肯定
　東京地裁平成 28年 6月 30日判決（2016WLJPCA06308007／ 25536284）：肯定










































　東京地裁平成 28年 9月 6日判決（2016WLJPCA09068005／ 25536858）：肯定























　東京地裁平成 28年 10月 17日判決（2016WLJPCA10178002／ 25537474）：肯定
　東京地裁平成 28年 10月 17日判決（2016WLJPCA10178004／ 25538080）：肯定
「B公証人は，平成 22年 1月 21日午前，被告 Y2が手配した乗用車で同人とともに本件施設に赴き，同
所の面会室で Aと面談した。同所には被告 Y1と Eもいたが，遺言書を作成するまで退室するよう求め，







これを訂正した上で署名押印をした。B公証人との面談は 30分程度で終了した」  
「B公証人は，Aに対し，不動産一つ一つについて誰に相続させるか尋ねたところ，Aが被告 Y1に相続





　東京地裁平成 28年 11月 17日判決（2016WLJPCA11178001／ 25538809）：否定








　東京地裁平成 28年 12月 26日判決（2016WLJPCA12268004／ 25550355）：肯定

























　東京地裁平成 29年 2月 7日判決（2017WLJPCA02078002）：肯定
「A公証人の誰に何を譲りたいのかとの遺言内容の質問に対して，Bは，1つ 1つ着実に回答し，最終
的に a社の株式と債権を姉である被告 Y1に譲りたい旨を回答して，A公証人も Bが質問に正当に答え
ていることなどから，医師から判断能力の所見をきく必要は全くないと思っており…，A公証人と B
は会話も成立し，Bは内容も理解していたものと認められ，判断能力はあったものと認められる」
　東京地裁平成 29年 2月 27日判決（2017WLJPCA02278016／ 25551428）：肯定














　東京地裁平成 29年 3月 24日判決（2017WLJPCA03248023）：肯定



































　東京地裁平成 29年 4月 14日判決（2017WLJPCA04148003）：肯定

































　東京地裁平成 29年 9月 1日判決（2017WLJPCA09018019／ 25539121）：肯定
「亡 Bが本件遺言作成時に A公証人と正常なやり取りができていたことや，原告らのために本件遺言の






　東京地裁平成 29年 10月 17日判決（2017WLJPCA10178009／ 25539831）：肯定













　東京地裁平成 29年 12月 7日判決（25551466）：肯定
「C公証人は，本件遺言の作成過程について，〔1〕あらかじめ被告を通じて Dの意向を確認し，遺言書














　東京地裁平成 29年 12月 26日判決（25551094）：肯定






ているとおり，b大学 c医療センターの病室において，証人 E（昭和 11年○月○日生），証人 F（昭和
16年○月○日生）の立会のもと，遺言者が A公証人に遺言の趣旨を口授したこと，A公証人がこれを筆
記して遺言者及び証人に読みきかせをしたこと，遺言者及び証人が筆記の正確なことを承認した後各自









































































































The role of notarization on action for invalidation of will
Madoka MIWA
要　　旨
　本稿は，筆者が接した遺言無効確認訴訟における疑問から，遺言における公証の意義・役割につい
て考察するものである。考察にあたり，過去 5年間の遺言無効確認訴訟において，公正証書遺言につ
いて争ったものおよび意思能力について触れたものを分析した。
　分析の結果，意思能力有無の判定において，必ずしも公証人の証言が用いられるわけではなく，仮
に用いられたとしても，公証人の心証，遺言内容の正当性，方式の 3点が検討される傾向にあること
が確認できた。また，公証人の証言や手順が確認され，それが信頼に足るかどうかも重要な要素であ
ることが明らかとなった。
　これらから，遺言における公証の意義は，法定の方式遵守と公証人の心証，手順，証拠保全という
点にあり，これらのことは遺言をめぐる争いが増加するなか，ますます重要性を帯びることを指摘し
た。
